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の とな っ て い る 。 1978 年宮城県沖地震 が 地震動

と して特に 強か っ た の か，市街地 の 拡大 な ど地震

を受ける側の社会環境が大 きく変化 し脆弱性が増

した の か ， 明 らか に して い か な ければ な らな い 大

きな課題で ある。そ して ，来 るべ き次の 宮城県沖

地震の災害が どの よ うな もの に なる の か を判断 し

な ければ な らな い
。

　 2．5　 むすび

　北海道 ・東北 の 日本海側 は海溝型の 巨大地震が

繰 り返 し発生 して い る。過 去の 被害地震 に 学 ぶ と

こ ろ は大 きい 。 特に 明治期以降の 地震 に つ い て は

残された新資料 も多 い はずで あ る 。 小論で は ，筆

者 の 新聞記事等 に よ る文献調 査を も と に ，北海道

東北 の 主 な被害地震に っ い て 概要 と特徴 を述べ た 。

被害の詳細 にっ い て は，個別 に報告 して い る論文

を参照 され た い
。
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3．津波につ い て
一
世界で有数な常襲地帯

一

　　　　　　　　　　　　　　　　 今村　文彦
’

　3．1　 津波常襲地域

　地震に伴 う災害の 代表的な もの で ある津波に つ

い て 紹介 した い
。 房総半島の東方沖か ら 三 陸海岸

沖を経て 択捉島の 東方沖ま で の 日本海溝及 び千 島

海溝並びに そ の周辺の 地域は，プ レ
ー ト境 界又 は

海洋プ レ
ー

ト内部で 発生す る大規模な地震の 発生

地域 で あ り，同時 に 多 くの 津波を生 じさせ て い る。

こ こ で は ， 標準的な地震に よ る津波 もあれば，地

震 の ゆれ は小 さ い が大 きい 津波を発 生 させ た 「津

波地震」もある 。 また ， 数百年 また は千年 に
一

回

と い われ るハ ル マ ゲ ド ン 地 震 も指摘 され て い る。

量お よび質的に多彩な地域で あ る 。 また，津波発

生の 規模 も大 き い こ と に 加 え ，複雑な 海岸地 形 を

有 して い る海岸線 もあ り，津波の 高さが増幅され，

多大な被害 を出 して い る。 表 3−1 は，1700年以降

世界で 発生 した千名以上 の犠牲者を 出し た 津波事

例を ま とめ て い るが，25 例の 中で も， 明治 三陸大

津波 （2 万 2 千名）と昭和三 陸大津波 （3 千名）

は大 き い
1）

。

’
北海道 大学大 学院工 学研究科
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表 3−11700 年以降 　千名以上 の 犠牲者 を出 した 津波

　　 （地震な どとの 犠牲者 を区別 で きな い 場合 も多
　 　 い ）

年 月 日 津 破 名 国 犠 牲 者

17q 渡 島 大 島　（火 山 ） 日 本 2．OOO 以 上

1755 リ　ス ボ ン ポ ル 　ト ガ ル 62 ．OOO
塵771 八 重 山 日 本 9，209
胃 33 パ ル 　ミ イ　タ　リ ア 1、504
1792 島 原 普 賢 岳 ・眉 山

（火 山 ）

日 本 15．200

18L5 バ リ イ　ン　 ド ネ　シ

ア

lo，z53

1854 安 政 東 海 日 本 2−3，000
1854 安 政 南 海 日 本 数 千

1856 サ ン ガ
ー

ル （火 山 ） イ　ン　 ド　ネ　シ

ア

3，000

1868 チ リ 沖 チ リ 25．ooo
L883 ク ラ カ タ ウ （火 山 ） イ　 ン　 ド　 ネ　 シ

ア

36 ．000

1896 明 治 三 陸 日 本 22 ．OOO
1go6 テ リ 沖 チ リ 3，760
1922 チ リ 沖 チ リ 1，000
1933 昭 利 三 瞳 日 本 3，054
1944 昭 和 束 肖 海 日 本 1．223
1946 昭 和 南 海 日 本 1．330
1960 チ 1

丿 沖 チ リ 5．700 （目 本　139

名 ）

1976 ミ ン ダ ナ オ フ ィ リ ピ ン 8、DOO
1992 フ　ロ ー

レ ス イ　ン　ド　ネ　シ

ア

1、7［3

L99 日 シ ッ サ ノ パ 　プ　ア　ニ　 ユ
ーギ ニ ア

2、300 以 上

　3，2　地震 と津波の 主な活動

　現在 ， 中央防災会議 「日 本海溝 ・千島海溝周辺

海溝型地震 に関する専門調査会」で の 検討が 進め

られ て い る （図 3−1参照）。 そ の 中 で は ，検討対象

地域 にっ い て 地震発生 の 特徴か ら， 以 下 の 3 つ に

大 き く分類す る の が適切 と考え ら れ て い る 2）
。

　　 ・大 きな地震が繰り返 し発生 して い る領域

　　 ・繰 り返 しは確認 され て い な い が，大 き な 地

　　　震が 発生 した領域

　　 ・大きな地震 の 発生が 確認 され て い な い 領域

　根室沖の 領域で は ， 1973年 M7 ，4 の 地震 が発

生 し，そ れ 以 前に も 1894 年 M7 ，9 の 地震が発生

して い る 。 しか し，後者 の 地震 は ，十勝沖の 領域

に ま た が っ て 発 生 した可能性が高 い 地震 と され て

い る 。 十勝沖 の領域 で は，1952 年 M8 ．2，2003

年 M8 ．0 と ほ ぼ同程度 の 規模 の 地震が発生 して い

る 。 こ れ ら地震の 震源域 に っ い て は，強震動を発

す る ア ス ペ リテ ィ は殆 ど同 じで あるが ， 津波か ら
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み る と 2003 年十勝沖地震で は根室沖 に 接す る領

域 の
一部が破壊され て い な い との 指摘が あ る 。 ま

た ， 北海道東部沿岸地域 の 地質学 的 な 古 地 震 調査

か ら， 過去 7 千年間に わた り約 5 百年間隔で ，こ

れ ま で 知 られ て い る津波 よ りもよ り陸域 側 の 海岸

か ら 3km 以上 の 場所に，津波堆積物を も た らす

よ うな 「イ ベ ン ト」が発生 して い る こ とが判明 し，

最近 で は ， 17 世紀に発生 した と さ れ て い る
。

こ れ

は，こ れ ま で の と こ ろ根室沖 と十勝沖の 全領域が

連動する プ レ ート間地震 とす る モ デル が 現象 を最

も良 く説明 で き る と さ れ て い る が ，慶長三 陸津 波

との 関連や十勝沖で の 海底地滑 り等の 検討 も関心

の あ ると こ ろ で あ る 。

　三 陸沖北 部 の 領 域 で は
，

1856 年 M7 ．5
，

1968

年 M7 ．9 の地震が発生 して い る。 後者 は こ の 領域

全体を震源域 とす る の に対 し， 前者 は領域の 陸域

側を震源域 と す る地震 と考え られ て い る
。

こ の 領

域で は，M7 ク ラ ス の 地震 が繰 り返 し発 生 す る の

に 加 え ， 時に は領域全体を震源域 とする M8 ク ラ

ス の 地 震が混在 して 発生す る と考え られ る 。 ま た，

宮城県沖の 領域 で は，陸側 の 領域 を震源域 とす る

地震 （1897 年 M7 ．4，1936 年 M 　7．4， 1978 年 M

7．4），海側の領域 を震源域 とする地震 （1897 年 M

7．7），全領域を震源域 とす る地震 （1793 年 M 　8．2）

が発生 して い る。こ の 領域で は，地 震が繰 り返 し

発生す る の に加え ， 時に は領域全体 を震源域 とす

る M8 ク ラ ス の 地震 が 混 在 して 発生 す る領 域 と考

え られ る 。 今後，発生する で あろ う宮城県沖地震

が ，単独な の か （陸側か沖側か）連動 （全領域）な

の か，関心 の 高い と こ ろで あ る 。
エ ネ ル ギ ー的 に

は連動型 の 方が沖側単独よ りも大き い が，南三 陸

沿岸で の 津波高さ分布は，後者の 方が大 き い と い

う報告 もある。津波 の 初 動が影響 して い る よ う で

ある 。 最後に，福島県沖か ら茨城県沖の領域で は ，

M8 ク ラ ス の 地震 の 発生 は確認されて い な い
。 し

か し，M7 ク ラ ス の 地震 （1938 年 M7 ，0，7．5，7．3

な ど）が，比較的短期間に 集中 して発生 して い る

領域 と考え られる 。 過去資料 は 少な い が，こ の 領

域は，M7 ク ラ ス の 地震が 集中的に 発生 す る状態

が繰 り返 し発生する可能性がある領域 と考 え られ

る 。
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陸域近くの地震 海，軸付近 の地 震

海講 領填
プレ

ート内埴靂　　　　 プレート聞地震
プレ
ー

ト内地 震
プレ

ー
ト間地震

択捉島沖
191B 〆1963 ／1995

色丹島沖
1  β／1969 ／1  8／
　 　 　 1

干島海溝 根窒沖
19 ア8乃 994

1843／言894〆1goo〆

　1924〆1961 ／ 1973

↑993

十 腸沖 1915 ／1952 〆1駁 霆 2 ／

　　1971 ／ZOO3

三陸北 部

1931／1935〆1943〆1945／1

　　950〆 19G8 〆1968／

　 　 1989／1994／1995

1763 〆1856

1993

三陸 沖中 部 869／161V16
　77！17鶲 ノ

10961  97
2003

189 〃 1915／1936 〆1937 〆

　 　 　 　 19ア8／
日本海 溝

宮城県沖

福島県沖
1938

茨 械県沖

19尉

肇677
房 総沖

図 3−1 千島海溝 ・日本海溝で の 最近 の 地震活動 （太字 は 2m 以上 の 津波を伴 っ た）

　 3．3 繰 り返 しで ない地震 と津波

　繰 り返 しは 確認 され て い な い が ， 大規模な 地震

が プ レ ート内 と海溝軸付近 で 発生 して い る。
プ レー

ト内地震 に は，海溝寄 りの プ レ ート内地 震 （1933

年 M8 ．1 昭和三 陸地震）と，陸域近 く の プ レ
ー

ト

内地震 （1958 年 M8 ．1， 1994 年 M8 ．2，1993 年

M7 ，5，2003 年 M7 ．1，1938 年M7 ．4，1938 年 M

6．9）が あ る。 海溝軸付近で発生する プ レ
ー ト間地

震地震 に は ，三 陸沖 の 1896 年 M8 ．5 （明治三 陸

沖地震）と，房総沖 の 1677 年 M8 ．0 の プ レ
ー

ト

間地震 が知 られ て い る。

　 こ の うち ， 前者 に っ い て は ，そ の 震源域 が i 陸

沖北部の 領域と三 陸沖中部 の 海溝寄 りの 領域 に わ

た る もの で あ り，津波地震 の 代表的な もの で ある。

稀に 発 生す る地震で は あ る が ， 三陸沖北部 の領域

で 発生する地震 の
一

っ と して取 り扱う こ ととす る 。

最後に，慶長三陸地震 （1611年 M8 ．1）や貞観地

震 （869 年 M8 ．6）が あ る。 こ れ らの 地 震 に っ い

て は，甚大な被害 を出 した こ と は確 か で あ るが ，

資料が乏 しく震源域が不明で あ る こ と か ら，検討

対象 に 含まれ て い な い 場合が多 い 。 しか し，こ の

地域に最 も影響を与え た地震お よ び津波で あ る 。

　 3．4　主 な地震津波の事例

（1）明治 三 陸地震 津波 （小 さな揺れ で 巨大 津波）

　 1896 年 （明治 29 年） 6 月 15 日 は 旧暦 の 端午

の 節句で あ っ た 。 男の 了が い る家で は親族が集ま っ

て祝 い 膳を囲ん で い た よ うで あ る 。 午後 7 時 32

分，沿岸部で 震度 2 〜 3 と い う小 さ な揺れ が あ っ

た D こ の 地震発生後 35 分 た っ た 午後 8 時 7 分 に

津波 の 第
一

波が二陸沿岸に襲来 ， 続 い て そ の 8 分

後の 午後 8 時 15 分 に 津波 の 第二 波が襲 っ た と 言

われ て い る 。 最大 の 津波 は 大船渡市 （三 陸町）綾

里 で 実に 38．2m と い う想 像 を絶 す る高 さ で あ っ

た 。 綾里 湾か ら浸入 し た津波が 遡上 し，峠 を越 え

て，隣の湾に抜 けた とい う報告が あ る 。 通 常，津

波で の 死者は溺死 と思わ れ るが ，綾里 地区 の 「明

治三 陸大津波伝承碑」の 碑文に は 「綾里村の惨状」
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「綾 里村 の 如 き は，死 者 は頭脳を砕 き， 或 い は手 を

抜 き，足 を折 り名状す べ か らず 」 と書 かれ て い る

よ う に，犠牲者 は打撲が 多 く，原型を止 め な い ほ

ど遺体が 損傷す る悲惨 な もの で あ っ た。

（2 ）昭和三 陸地震津波 （震災予防評 議会 の 提案）

　明治津波か ら 40 年経 たず に ， 大災 害が 繰 り返

さ れ る 。 昭和 8 年 3 月 3 日早朝，激震 の 後 に 大津

波が 三陸地方 に 襲来 し，3 千人 もの 命が犠牲とな っ

た 。 こ こ は，明治 29 年 大津 波 で 2 万 2 千 人 を超

え る犠牲を 出 し た地域 で あ り，こ の 二 っ の 津波 の

ため，三陸地方 は津波常襲地帯 と して 世界的 に 知

られ る こ ととな っ た 。 昭和三 陸大津波 の 後で ， 震

災予防評議会が 「津浪災害予防に関す る注意 書」
3）

を ま とめ た 。 「高地 へ の 移転，浪災予防法 と して

最 も推奨すべ きは 高地 へ の移転な りとす 。 尤 も漁

業或 い は海運業 の 為め に納屋事務所等を海浜 よ り

遠 ざけ難 き場合 あ らん も，然 れど も住宅，学校，

役場等 は必 ず高地 に 設 くべ きも の とす。三 陸 沿岸

の 町村部 落 は概 して 山岳丘 陵を以 て 囲繞せ らる る

を以 て多少の 工 事を施す に於て は適当な る住宅地

を得 る に 甚だ しき困難 を感せず，但 し漁業者 に し

て往々 高地住居 の 不便を唱 ふ る もの あれ ど も，業

務上 の施設を共同に し 目．つ 適当な る道路を敷設す

るに於て は 其 の 不便を除 くを得 べ し，実 に船越村

山の 内の如 きは 占来此の 方法を実行 し千数百年来

未だ曾て 津浪 の 害を被 り た る こ と之れ な しと称せ

り」と述べ て い る。こ れ は，石碑建 立を中心 と し

た 従来の対策か ら大き く踏 み 出 した 内容で あ り ，

当時の 並 々 な らぬ 実質的な対策実施へ の 意志が 見

られ る 。 提案書の 中に は，防浪堤，防潮林，護岸，

防浪地 区，緩衝地 区，避難道 路，津浪警戒 ，津 浪

避難，記念事業が挙 げ られ て お り，現在の 総合的

な津波対策 の 基本を成 した と 言 え る。

（3）チ リ地震津波 （思わ ぬ津波 の来襲）

　 こ の 地震発生 は今回 の 特集 の 対象で は な い が ，

大 きな被害を出 した事例で あ る。日本時間 に して

196Q 年 5 月 23 日午前 4 時 11 分，チ リ沖で 巨大

地震 （M8 ，
モ ーメ ン トマ グ ニ チ ュ

ー ド Mw 　9．5）

が起 こ り， 大津波が 発生 した
。

チ リの 沿岸か ら太

平洋 に 広が っ た 津波 は，約 23 時間後，日本 ヘ エ

ネ ル ギーを集中させ て 来襲 した 。 津波 は ほ とん ど
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が 地震を原因 と し て お り来襲の 前に は 地 盤 の 揺れ

を伴 うと した，当時の 気象庁 の 専 門 家 や住 民 の 常

識を覆す出来事 で あ っ た 。 我が 国 に 来襲す る前 に ，

ハ ワ イか ら津波 に よ る被害を受 けた事は気象庁 に

伝え られ た が ，ま さ か ，我が 国 ま で 到 達す る と は

予想す る こ とが で きなか っ たため に ， 津波警報 は

発令 さ れ な か っ た 。 24 日の 早 朝 に 始 ま っ た 突然 の

引き波 （津波 の 第一波）は，太平洋側 の 全地域 で

観測 され， 1 時間以上 の 周期を持つ 津 波 が 繰 り返

し来襲 し た 。 三 陸 で は，大船渡，気 仙沼 ，志津川

など比較的大 きな湾で の 波高増幅が見 られ，全 国

で 142 名もの 犠牲者を出した 。 我が国 の 津波対策

の 見直 し，及 び国際的な 太平洋津波警報組織設立

へ の 契 機 とな っ た。

　 3．5　おわ りに

　繰 り返 し発生 して い る地震や津波 に 対 して は ，

想 定や設計対象 を設定 しやす い 。しか し， こ の 地

域 は，そ れ以 外 の 事例が あ り，しか も歴 史的 に 古

く被害も甚大で あ る 。
こ れ らの 事例を ど の よ う に

評価 し，津波解析 に反映 させ るの かが重要で ある。

例え ば，津波地震の よ うな タ イ プ を プ レ ー ト境界

の 極近傍に 設定 して 評価す る など ， さ まざ まな検

討が 必要で ある。最終的な 評 価 に 基づ い て ，特別

措置法の推進地 域の 指定 が行われ る ア定で あるが ，

そ の 地域だ け で な く全 域 に わ た っ て 津 波 対策 の 充

実を望む 。

　　　　　　　 参　考　文　献

1 ） 今村文彦 ・首藤伸夫 ：世界語 に な っ た TSUNAMI

　 　の 研 究 ・技 術 ，土 木 学 会 誌，12 月 号，pp．59−64，

　 2000 ．

2 ） 中央防災会議，日本海溝 ・千島海溝周辺海溝型地

　 震 に 関す る 専門調査会資料．

3 ） 首藤伸 夫 ： 津波小史，東北大学津波 ⊥ 学研究報 告，

　 第 17 号，pp，1−19，2000 ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


